
平成 26 年度 第 5 回 理事会議事録 

 

日時：平成 26年 8月 26日（火）19：00～20：30 

場 所：県士会事務所 

出席：（理事）小林伸、磯野、有泉、藤田、北山、古屋、

笠井、井村 

（部長）鈴木、大内、菅谷、加納、 

（委員長）山田、小林(幸) 

欠席：（理事）高村、青柳 

書記：伊東・木村 

 

I. 審議事項（全 3題） 

1． ホームページ管理委託について 

（菅谷事業管理部長） 

 保留 ホームページ委託業者候補を 4社ピックアップ

し、打ち合わせを行い見積もりを取った。業者

に委託する場合は現状のページを活用するの

は難しいとのこと。価格と応対の点では

Magnetic Labo が良いと思われる。各理事にて

候補を吟味し次回理事会にて委託先を決定す

る。同時に基本料金以外にかかる金額と内容を

確認し年間予算のシミュレーションをしたほ

うが良いなどの意見も出された。 

 2．旅費交通費清算 申し送り事項の一部変更について 

（大内財務部長） 

 承認 「領収書のないもの」について一律の取り扱い

とするよう申し送り事項を一部変更する。 

3. 3士会合同学会における士会諸活動報告の配布につ

いて 

（小林会長） 

承認 3士会合同学会において OT・STへ向けた士会活

動報告を A4 両面 1 枚にて作成する。原案は広

報局で作成し次回理事会にて報告する。インパ

クトのあるもので公募した川柳などを載せて

はどうかなど意見も出された。 

 

Ⅱ．報告事項（全 10題） 

 1．インターハイサポート委員会：インターハイサポ

ート報告 

                  （小林委員長） 

無事終了した。冬季国体の経験を活かしてスタッフ

への研修を計 19回実施した。スタッフは 24施設か

ら延べ 74 名が参加し、ウェイトリフティング・自

転車・卓球へそれぞれの会場にて対応した。実施の

延べ件数は 247件であった。集計の詳細については

会計報告も合わせて次回理事会にて報告する。 

2．関東甲信越ブロック理学療法士学会準備委員会：

進捗状況の報告 

                  （山田委員長） 

予算案、プログラム案を作成した。予算は現時点で

249 万円のマイナスとなっている。プログラムの時

間枠は確定させていただく。以前に指摘のあった公

開講座の開始時間は委員会で検討し設定した。大会

1 日目の始まりをオープニングセミナーとした。テ

クニカルセミナーではベッドの搬入を行う。2 日目

は 8 時 30 分スタートとした。講師の候補は決定し

ているがまだ内諾を得ていないので承知いただき

たい。今後の活動予定として、広報局では今年の千

葉大会が終了次第ホームページを立ち上げる予定。

運営局では会場となるアピオを視察予定。渉外局で

は公開講師の講座の選定を行う。 

 3．社会局 委託事業部：講師派遣依頼について 

           （古屋社会局長) 

公益社団法人総合健康推進財団九州支部より講師

派遣依頼の依頼を受け、小林会長に対応していただ

くことになった。12・1 月に各 1 回ずつ実施予定。

会場は特別養護老人ホーム緑風荘、テーマは介護現

場の移動・移乗技術。 

4．社会局 スポーツ PT部：活動報告 

           （古屋社会局長) 

ミニ国体予選サッカー成人男子・女子に帯同した。 

 5．福祉厚生局 医療・介護保険部：医療・介護報酬に

関する基礎的研修会について 

           （笠井福祉厚生局長) 

  研修会を1日目10月21日(火)、2日目10月23日(木)

に、対象を 1～3年目の PTを優先に開催予定（承認

となる）。承認を得られたので案内文書を発行する。 

 6．福祉厚生局 地域連携部：研修会準備報告 

（笠井福祉厚生局長)  

  地域理学療法研修会の講師と日程を検討中。地域包

括ケアシステムの関連する内容を検討しており、福

井県医師会の理事に内諾を得ている状況。次回の理

事会で詳細を報告する。 

 7．学術局 学術研修部：第 6回学術研修会報告 

                 （北山学術局長） 

  8月 10(日)に研修会を開催した。テーマは「徒手理

学療法の基礎～運動器疾患のクリニカルリーズニ

ングを中心に～」で、講師は亀雄徹先生(新潟医療

福祉大学)、参加者は 128 名であった。時間の関係

上、研修内容は座学のみとなった。デモを期待して

いた参加者も多く、次回より講師との打ち合わせに

も配慮していく必要がある。また連絡がない欠席者

が 20 名以上いた。対策として、欠席する場合は連

絡をする旨を案内文に記載する必要があるとの意

見がでた。 

 8．学術局 生涯学習部：第 1回新人プログラム報告 

                 （北山学術局長） 

  8 月 18 日(月)に A-5「理学療法における関連法規」

（講師：小林会長）、D-2「生涯学習と理学療法士の



専門性」(講師；遠藤先生)を開催した。参加者はと

もに 65 名。8 月 25 日(月)に A-4「人間関係及び接

遇」(講師：三科先生)、A-2「協会組織と理学療法

システム」(講師：磯野副会長)を開催した。参加者

は A-4 が 62 名、A-2 が 67 名であり、ほとんどの新

人会員が参加した。 

 9．広報局 広報部：理学療法川柳について 

               （藤田事務管理局長） 

  8月 22日時点で、40名、109句の応募があった。選

定を適切に行うには広報局では難しい。甲州リハに

ボランティアで来ている川柳の先生に打診をする

こととなる。 

 10．広報局 広報部：エコバックについて 

               （藤田事務管理局長） 

  広報活動（いきいきねんりんピック等）に使用する

エコバックを 1,000個作成した。 

 11．事務管理局：3士会意見交換会報告 

（藤田事務管理局長） 

  山梨県リハ専門職合同学術大会において書籍のみ

展示する（機器は展示しない）。地域支援事業等推

進委員会については 3士会合同リーフレットの作成、

研修会の開催を行う。いきいきねんりんピックは合

同ブースで行う。PT士会事務所を 0T･ST士会でも活

用していただける旨を伝えた。3 士会合同特別支援

教育委員会(仮)の設立に向けた各士会準備委員会

の立ち上げについて審議がなされ、承認される。最

終的には支援学校のセラピスト常駐も視野に入れ

ていく。 

Ⅲ．その他 

 1．会長挨拶 

  3 士会合同連絡会に出席した。3 士会合同特別支援

教育委員会を立ち上げ、最終的には支援学校にセラ

ピストを常駐したいと考えている。地域支援事業推

進委員会を 3士会合同で進めていき、当面はリーフ

レットを作成し啓発していく。3 士会が法人化にな

ったことで今後は 3士会合同で事務所の設立、事務

職員の配置等を進めていきたいと考えている。19日

に協会会館設立委員会に参加、会館の建設はオリン

ピック以降になると思われる。23日は甲斐クリニッ

クの内覧会に招待された。9 月 5 日は地域支援推進

委員会の研修会に参加予定。6 日は関ブロ士会長会

議に出席予定。 

 2．医療功労賞の推薦について 

               （小林会長） 

  県から医療功労賞および叙勲の推薦依頼があり、医

療功労賞として藤本先生を推薦したいと考えてい

る。9月 30日までに間に合わなければ秋の叙勲で推

薦を考えている。士会としては士会員の中から推薦

したいと考えている。 

 3．3協会合同介護予防研修会参加報告 

                 （磯野副会長） 

  8月 9日に 3協会合同の介護予防の研修会があった。

厚労省から介護予防に関してセラピストが参加して

いるところは成績が上がっているとの報告があった。

また研修の中で 2 つの報告があり、①大分県では県

士会と行政が深く関わっているとの報告と②山梨県

ではST士会の内山先生が県からの依頼でDVDを作成

したとの報告があった。 

 4．次回の理事会日程について 

日時 平成 25年 9月 30日（火）19:00～ 

場所 県士会事務所 

   駐車場：湯村温泉病院敷地内  

連絡 9月 26日（金）までに審議事項および資料を

事務管理局（藤田）へ提出する。 

議題がない場合でも、事務管理局へ連絡する。 

      

※会計書類の提出について 

     中間〆となるため、9 月の理事会にて 8月と

9月の会計書類の提出をお願いします。 


